
広 報

◎

死
亡
事
故
ゼ
ロ
ヘ
再
挑
戦

―
交
通
安
全
青
年
部
が
カ
ラ
オ
ケ
大
会
―

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
市
浦
　
　
月
十
四
日
相
内
児
童
館
で
開
か
れ
、
　
ら
約
百
七
十
人
が
詰
め
か
け
ま
し

支
部

（白
川
孝
治
支
部
長
）
の
青
　
　
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
に
歯
止
め
　
　
た
。

年
部

（鎌
田
和
廣
部
長
）
主
催
の
　
　
を
か
け
よ
う
と
願
テ
村
民
、
安
協

交
通
安
全
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、
三
　
　
な
ど
交
通
安
全
関
係
団
体
の
役
員
　
　
　
　
　
　
（関
連
記
事
十

一
面
に
）

昭和
“
年2.3合併号

第 1回 交通安全カラオケ大会は、多数の村民が詰めかけ成功 しました

発行・青森県市浦村役場/■集・企画室広報係No。 163



広報しうら ②

―
望
ふ

―

防
災
行
政
無
線
局
が
四
月
開
局

獅̈嚇̈一一一一」̈一「』　中軸」̈一一̈一一一一一‥こた末　　一』〕〔“一轟̈神一一一『

内
全
地
区
に
十
九
局

（パ
ン
ザ
ー
　
　
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
ｏ

マ
ス
ト
）
個
別
受
信
局
十
四
局
の
　
　
　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
緊
急
時
の

農
・
漁
業
情
報
も
定
時
番
組
で

‐ヽヽょ”
早
く
いよ
り
広
Ｋ
一一
“
Ｉ
確
■

―

‐

ヽ

´‐ま．‐摯
”
耐
胸

区 マ
』
朴
耐
竃
わ
疇
岬

区
ニ
レ
所
∵
駄
田
地
区
四
つ

，所
い

脇
元
地
区
三
ヵ
所
、
畷
松
地
区
二

ヵ
所
、

，十
二
甚
欅
肖
蜂
ソ
軽
ら

て
い
る
が
、
さ
ら
に
散
在
す
る
十

，四
世
帯
Ｉ
＝
綱
副
胴
調
０
お
り
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、工
事
は
設
備
面
が
ほ
と
ん

ど
完
了
。〓
一月
末
に
は
電
波
監
理
局

の
開
設
認
可
が
下
り
、
あ
と
は
電

波
調
整
な
ど
を
残
す
だ
け
と
な
っ

て
お
り
、
残
る
細
部
の
工
事
を
急

ぎ
四
月
十
日
ご
ろ
ま
で
に
は
最
終

調
整
を
終
え
て
開
局
に
こ
ぎ
つ
け

た
い
考
え
で
い
ま
す
。

村
で
は
、
各
地
区
ご
と
に
ま
ち

ま
ち
で
あ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
定
時

時
報

（チ
ャ
イ
ム
）
を
毎
日
午
前

六
時
、
十
二
時
、
午
後
五
時
、
午

後
八
時
に
統

一
す
る
こ
と
に
し
、

運
用
方
法
と
し
て
午
前
と
午
後
の

二
回
定
時
番
組
を
組
み
、
農
業
情

報
や
漁
業
情
報
も
盛
り
込
む
予
定

で
す
が
、
こ
の
無
線
局
の
開
局
で

従
来
は
広
報
や
回
覧
に
頼
っ
て
い

た
行
政
連
絡
も
伝
達
ス
ピ
ー
ド
が

一
段
と
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、
緊
急

連
絡
体
制
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
の
指
令
室
業
務
は

常
備
消
防
に
委
託
、
二
十
四
時
間

体
制
と
な
る
ほ
か
、
車
載
用
五
局

と
携
帯
用
無
線
が
六
台
配
備
さ
れ

緊
急
連
絡
は
も
ち
ろ
ん
、
事
故
や

災
害
現
場
か
ら
も
正
し
い
情
報
が

指
令
室
に
伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
と

村
で
は
、
こ
の
防
災
行
政
無
線

を
防
災
上
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
に

対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
教

育
活
動
等
に
も
利
用
し
、
幅
広
く

役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

い

開局を待つばかりとなった指令室 (基地局 )



ブ
ル
ー
シ
ー

・
ア
ン
ド

・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

市
浦
村
海
洋
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
起
工
式

ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド

・
グ
リ
　
　
務
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

―
ン
ラ
ン
ド
財
団

⌒略
称
Ｂ
＆
Ｇ
　
　
　
神
事
で
は
、
関
係
者

一
同
が
工

財
団
）
市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー

（体
　
　
事
の
安
全
祈
願
を
行

つ
た
あ
と
、

育
館
）
建
設
の
起
正
式
が
、
二
月
　
　
会
場
を
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
移

一
日
午
前
十

一
時
か
ら
相
内
小
学
　
　
し
て
祝
宴
。
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
祝
電
披
露
に
続
き
、
自
川
治
三
郎
　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン
タ

式
典
に
は
、
地
元
側
か
ら
白
川
　
　
村
長
が
謝
辞
を
の
べ
、
村
民
待
望
　
　
―
（体
育
館
）は
、
市
浦
中
学
校
南

治
二
郎
村
長
は
じ
め
村
議
会
議
員
　
　
の
施
設
建
設
工
事
の
着
工
を
盛
大
　
　
側
に
総
工
費
二
億
五
千
万
円

（Ｂ

村
内
各
小

。
中
学
校
長
ら
関
係
機
　
　
に
祝
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
＆
Ｇ
財
団
負
担
）
で
建
設
、
延
床

関
団
体
長
、
隣
接
町
村
長
や
県
関
　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン
タ
　
　
面
積

一
千
百
二
・
三
平
方
ｙ
で
バ

係
者
等
約
百
三
十
人
が
出
席
し
、　
　
―
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
行
う
施
設
　
　
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
ニ
面
、
パ
ド

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
側
か
ら
は
、
笹
川
良
　
　
整
備
計
画
の
う
ち
、
昭
和
五
十
五
　
　
、、、
ン
ト
ン
コ
ー
ト
四
面
、
パ
ス
ケ

一
会
長
代
理
と
し
て
、
中
北
清
専
　
　
年
度

（第
六
期
）
に
着
工
す
る
三
　
　
ッ
ト
コ
ー
ト
、
ミ
ー
テ
ン
グ
ル
ー

ム
、
事
務
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
等
が

完
備
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
八
月

二
十
五
日
完
成
の
予
定
で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン
タ

ー
が
完
成
す
る
と
、
村
民
の
健
康

増
進
や
豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め

開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

昭
和
五
十
六
年
～
五
十
七
年
度
で

建
設
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
、
地
域
の
社
会
教

育
、
社
会
体
育
の
拠
点
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
村
民
の

健
康
体
力
づ
く
り
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与

す
る
最
重
要
施
設
と
し
て
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

③ 広報しうら

少年 を中心 とす る国民のみな さん

は昭和48年 に設立 され ま した。

それ以来、全国各地 に海洋セ ン

海洋セ ンターにつづ き東京 にB&
Gセ ンターが開所 され 、その規模

ラブで活躍 す る指導者 (B&G育

完成待ち望む地区住民

B&Gプランとは 一B&Gセ ンターから一

十
ヵ
所
の

一
つ
と
し
て
、
全
国
市

町
村
か
ら
募

っ
た
施
設
建
設
候
補

地
か
ら
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
整
備
の

最
適
地
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
単
に
、
敷
地
や
水
面
が

建
設
条
件
に
適
合
し
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
村
全
体
が
Ｂ
＆
Ｃ
プ

ラ
ン
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
村
民
の

健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
よ

う
と
す
る
意
欲
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

り、B&Gク ラブ員による組織 づ

くり、海外、国内体験航海、各種

海洋 スポーツ教室 など数 多 くの事

この よ うな海洋性 スポーツを中

二次大戦後の復興 か ら繁栄へ と、

日本経済 が発展 した一方で、国民

の健康 と精神 のパ ランスが失 われ

つつ あるの を回復 向上 させ るため

ランに必要 な資金 は、モー ターボ

ー ト競走の収益金 か ら拠 出 されて

B&G財 団笹川良―会長の代理であいさつ

する中北専務理事

関係者約130人が出席して工事の安全を祈願しました



而鵬

広報しうら ④

本
部
の
解
散
時
期
は
県
と
歩
調

゛
樹

市
浦
村
冷
害
対
策
本
部

（村
長
白
川
治
二
郎
本
部
長
）
で
は
、
昭

和
五
十
五
年
七
月
以
降
の
不
順
天
候
に
よ
る
災
害
状
況
を
ま
と
め
、

二
月
二
十
六
日
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
六
回
冷
害
対

策
本
部
会
議
に
提
出
、
事
業
経
過
の
反
省
と
問
題
点
を
話
し
あ
い
、

冷
害
克
服
の
た
め
今
後
も
努
力
し
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

営
農
指
導
の
強
化

昭
和
五
十
五
年
七
月
以
降
の
不
　
　
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
本
部
を

「冷

順
天
候
に
よ
り
、
農
作
物
、
特
に
　
　
害
対
策
本
部
」
に
切
り
替
え
、
五

水
稲
に
不
稔
穂
、
出
す
く
み
現
象
　
　
回
に
わ
た
る
冷
害
対
策
会
議
を
開

等
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

「
不
順
　
　
催
し
、
種
々
救
農
対
策
事
業
を
す

天
候
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
。
　
　
す
め
て
き
た
も
の
で
す
。

九
月
一
日
に
は
凶
作
が
予
想
さ
　
　
〈ム
議
で
は
、
自
川
治
二
郎
村
長

―

重

溢

―

が
あ

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
和
嶋
定

義
経
済
課
長
が

「
種
も
み
、
限
度

数
量
概
算
金
、
皆
無
作
と
な

っ
た

水
田
の
稲
ワ
ラ
等
の
残
務
整
理
が

少
し
あ
る
だ
け
で
、
冷
害
対
策
本

部
で
予
定
し
た
仕
事
は
ほ
と
ん
ど

終
わ

っ
て
い
る
。
過
去
五
回
に
わ

た

っ
て
対
策
会
議
を
開

い
て
救
農

対
策
を
す
す
め
て
き
た
が
、
事
務

局
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
カ

不
足
を
生
じ
必
ず
し
も
満
足
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
農
家
の
み

な
さ
ん
に
対
し
て
は
申
し
訳
な
く

思

っ
て
い
る
。
今
後
は
冷
害
の
経

験
を
生
か
し
た
営
農
指
導
を
強
化

し
、
農
家
と
行
政
側
が

一
体
と
な

っ
て
冷
害
克
服
の
た
め
努
力
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
と
の

べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
鳴
海
農
政
係
長
か

ら
冷
害
対
策
本
部
事
務
局
で
ま
と

め
た
報
告
書
に
つ
い
て
の
概
要
説

明
が
あ
り
、
話
し
あ

い
に
入
り
ま

話
し
あ

い
の
中
で
、
各
委
員
か

①
・　
農
家
に
対
し
、
農
業
共
済
制

度
の
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

各
農
家
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
共

済
金
の
配
分
方
法
を
検
討
し
て
ほ

②
　
今
後
も
冷
害
が
発
生
す
る
こ

と
を
予
想
し
、
冷
害
を
克
服
で
き

る
よ
う
な
最
新
技
術
の
指
導
を
し

‖‖憔
市浦村冷害対策本部で総括

冷害を克服できる営農指導をしなければ

と活発な意見が出された。

農業共済金制度の説明会を開いて

理解を深めよう。 と話 しあい。

③
・　
営
農
指
導
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
農
業
改
良
普
及
所
を
中
心

と
し
て
、
村
内
各
関
係
機
関
、
団

体
を
含
め
た
連
絡
協
議
会
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
だ
。
等
の
要
望
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
れ
ら
要
望
意
見
を

う
け
て
、
冷
害
を
克
服
す
る
た
め

の
技
術
指
導
講
習
会
や
農
業
共
済

制
度
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

座
談
会
、
説
明
会
を
地
域
ご
と
に

開
催
し
農
家
の
声
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
営
農
指
導
を
強
化
し
て
ゆ

ま
た
、
冷
害
対
策
本
部
に
つ
い

て
は
、
天
災
資
金
、
自
作
農
維
持

資
金
な
ど
の
問
題
点
は
若
千
残

っ

て
い
る
だ
け
で
、
今
後
本
部
と
し

て
の
新
し
い
仕
事
も
な
い
こ
と
か

ら
解
散
す
る
こ
と
に
し
、
解
散
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
冷
害

対
策
本
部
の
解
散
時
期
に
あ
わ
せ

■

限
度
数
量
納
入
状
況

昭
和
五
十
五
年
産
政
府
売
渡
限

度
数
量
納
入
状
況

（確
定
）
で
は

一
千
九
百
五
十
二
俵
に
と
ど
ま
り
、

そ
の
う
ち
の
七
十
九
俵
が
規
格
外

昭和55年 産政府売渡限度数量納入状況 (確 定)



⑤ 広報しうら

経
過
を
報
告
す
る
和
嶋
経
済

課
長

月
以
降
設
置
ｔ
た
不

順
天
候

・
怜

‥害
対
策

本
部
で
対
応

‐
‐
し
て
き

た囃
４
薇
拗

経
過
ば
、
次
の
と
お

り
で
す
。

災害資金貸付状況 (確定)

被害農家貸付金預託事業

冷害対策稲わら総合利用事業帷定)

鋼樹 器駕1計
2ma

種子確保状況 (確定 )

飯 米 確 保 状 況

損 害 状 況 (確 定 )

①損害評価申請書  1,044,428k9

C冷     額 290,350,984 Pl

④共済金の支払状況

C洪済被害率等

損害状況 (概数)

C騎年度共済引受面積

②55年度生産予定数量

③

“

年度生産予定額

④55年度生産費 10a当 たり30,∞ OFll

⑤平年所得額   396.440,lXlo円
⑥ 55年度 生産 量

救
農
土
木
の
状
況

（確
定
）

の
市
浦
村
直
営
事
業

（水
路
、

農
道
等
）

作
業
期
間
　
五
十
五
年
十

一
月
二
十
五
日
～
五
十

五
年
十
二
月
十
五
日

従
事
延
人
員九

九
七
、
五
人

賃
金
支
払
総
額

一二
、
八
〇
三
千
円

⑤
県
林
務
課
発
生
事
業

作
業
期
間
　
五
十
五
年
十

一
月
十
日
～
五
十
五
年

十
二
月
二
十
日

従
事
延
人
員

〓
三
四
四
、
五
人

賃
金
支
払
総
額

五
、
一ハ
五
八
千
円

⑥
市
浦
営
林
署
直
営
事
業

作
業
期
間
　
五
十
五
年
十

月
二
十
八
日
～
五
十
五

年
十

一
月
二
十
七
日

従
事
延
人
員

七
二
二
、
五
人

賃
金
支
払
総
額

一二
、
三
〇
二
千
円

合
　
計

従
事
延
人
員

一二
、
〇
六
四
、
五
人

賃
金
総
額

〓

一、
七
六
三
十
円
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十
二

・
村
民
慰
安
芸
能
大
会

十
三
地
区
の
村
民
慰
安
芸
能
大
　
　
婦
人
会

（小
山
あ
ぐ
り
会
長
）
が

会
は
二
月
十
五
日
午
後

一
時
か
ら
　
　
共
催
、
若
者
中
心
の
十
三
東
日
流

十
三
小
学
校
で
開
か
れ
、
時
の
た

　

〈
〓
（亀
田
信
治
会
長
）
が
全
面
的

つ
の
も
忘
れ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
　
　
に
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

を
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
「住
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
深

こ
れ
ま
で
の
芸
能
大
会
は
、
婦
　
　
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会
の
形
成
」

人
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
独
自
に
主
催
　
　
を
は
か
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ

し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
参
　
　
の
テ
ー
マ
も

「
う
す
れ
ゆ
く
人
情

加
人
員
、
芸
能
種
日
、
大
会
運
営
　
　

´
を
と
り
も
ど
し
、
明
る
い
あ
す
を

等
に
限
度
が
あ
り
、
も
り
あ
が
り
　
　
拓
こ
う
」
と
し
て
い
る
。

も
い
ま

一
歩
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
　
　
芸
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

一
部
か
ら

今
大
会
で
は
、
十
三
の
砂
山
保
　
　
一二
部
に
分
け
ら
れ
、
踊
り
を
中
心

存
会

（高
松
隆
二
会
長
）
、
十
三
　
　
に
台
所
用
品
を
使
用
し
た
演
奏
、

１
２
お

―

住
民
相
互
の
親
睦
深
め
る

″

　

　

で
醐
瑯
腋
車
機
靖
嘲
酬
鰹
琳
」
だ
　
　
燎
無
わ
嘲
崚
腱
癬

つ め
“
は
申
」
綺

げ

　

　

』ら
、
同
公
民
館
に
地
区
住
民
約
百
　
　
も
の
で
、
こ
の
日
も
地
域
ぐ
る
み

た

　

　

五
十
名
を
集
め
て

「
公
民
館
ま
つ
　
　
の
総
参
加
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
四
十

出

　

　

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
を
こ
え
た
。

榔

　

　

と
印
綺
な
囃
｝
脚
一
鋼
諄
一
【
独
　
　

ケ
準
輩
腋
嘲
″
一

二 踊
ユ リ
ｒ
“
”
吟

が

　

　

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
　
　
だ
く
さ
ん
、
朝
早
く
か
ら
会
場
に

お

　

　

行

っ
て
い
ま
す
が
、
同
地
区
は
一

　

陣
取

っ
た
家
族
や
隣
接
町
村
か
ら

子

　

　

内
で
も
有
数
の

″芸
能
人
″　
″
夕
　
　
か
け
つ
け
た
人
た
ち
の
声
援
を
う

レ
ン
ト
″
を
ほ
こ
る
地
区
で
も
あ
　
　
け
、
地
域
ぐ
る
み
の

「
公
民
館
ま

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
り
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
公
民
館
ま
つ
り
」
は
、
地
区

も
の
ま
ね
、
デ
イ
ス
コ
、
寸
劇
等

も
と
び
出
し
、
第
二
部
で
は

″心

の
叫
び
を
歌
に
託
し
て
…
…
″
唄

の
大
競
演
と
な
り
ま
し
た
。

出
演
者
は
、
婦
人
中
心
で
し
た

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
、
い
ず
れ
も
素
人
芸
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
見
事
な
芸
能
に

会
場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び

ま
た
、
益
金
三
万
余
円
は
村
社

会
福
祉
協
議
会

へ
寄
託
し
ま
し
た
。

磯松0こ ちらは公民館まつり

ひ
と
こ
と

村
元
　
セ
ツ

（磯
松
婦
人
会
長
）

初
め
て
開
催
し
た
磯
松
地
区

の
公
民
館
ま
つ
り
は
、
地
区
住

民
総
ぐ
る
み
の
力
で
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

磯
松
婦
人
会
々
員
三
十
七
人
。

数
こ
そ
少
な
い
が
、
団
結
と

行
動
力
は
自
他
共
に
認
め
る
と

こ
ろ
。
最
近
、
よ
く
耳
に
す
る

言
葉
に
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
と
い
う

の
が
あ
る
。

会
員

一
人

一
人
が
気
持
ち
を

寄
せ
あ

い
、
歌

い
、
踊
り
、
語

り
あ

い
な
が
ら
親
睦
を
深
め
、

そ
の
中
か
ら
問
題
解
決
を
み
い

出
し
、
心
豊
か
な
人
間
性
と
明

る
い
地
域
社
会
が
生
ま
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

「
今
年
は
練
習
不
足
だ

つ
た
、

来
年
は
も

っ
と
楽
し
く
立
派
な

も
の
に
し
よ
う
―
。
ぶ
っ
つ
け

本
番
で
も
あ
れ
だ
け
や
れ
た
ん

公
民
館
ま
つ
り
の
成
功
は
い

ま
、
地
区
住
民
の
語
り
ぐ
さ
と

な

っ
て
お
り
、
次
回
を
楽
し
み

皿、お銚子、タル等台所用品での演奏もなれたもの

地域ぐるみの参加で、盛り上がった磯松公民館まつり
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ヽ

―

―

―

ノ

保
育
所
で
は

「
ま
ま
ご
と
」
ゃ

「
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
ご

っ
こ
「
お

み
せ
や
ご

っ
こ
」
な
ど
の
行
事
を

計
画
的
に
と
り
入
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
自
然
の
遊
び
の
中
で
社
会
の

習
慣
ゃ
情
操
性
を
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
ま
す
が
、
村
内
の
保
育
所
で

は
こ
の
ほ
ど

一
斉
に

「
お
み
せ
や

ご

Ｐ

ど
を
″開
店
″
し
、
子
ど
も
た

ち
は
割
り
あ
て
ら
れ
た
お
こ
づ
か

い
物
を
し
て
楽
し
く
、
に
ぎ
ゃ
か

〆

―

―

―

ゝ

「
お
み
せ
や
ご

っ
こ
」
は
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

年
間
行
事
の

一
つ
で
す
が
、
最
近

の
子
ど
も
た
ち
は
お
金
の
尊
さ
、

あ
り
が
た
さ
が
わ
か

っ
て
い
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
、
お
金

は
い
く
ら
で
も
あ
る
も
の
だ
。
お

ね
だ
り
す
れ
ば
く
れ
る
も
の
だ
。

と
い
う
気
持
ち
の
子
ど
も
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の

「
お
み
せ
や
ご

っ

こ
」
は
、

「一冗
る
」

「
買
う
」
だ

け
の
行
事
で
あ

っ
た
が
、
子
ど
も

た
ち

一
人

一
人
に
商
品
を

つ
く
ら

せ
、
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
つ

く
り
あ
げ
る
喜
び
と
、
協
調
性
を

養
う
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
お
金
を
得
る
た
め
に

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
ど
れ
ほ

ど
苦
労
し
て
働
い
て
い
る
か
、
そ

の
尊
さ
も
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
も

ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の

「
お
み
せ
や
ご

っ
こ
」
を

一
歩

前
進
さ
せ
て
い
ま
す
。

各
保
育
所
で

″開
店
″
し
た
商

店
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、

売
る
側
に
な

っ
た
子
ど
も
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の

″店
主
″
に
な
り

い
。
お
も
ち
ゃ
は
い
か
が
で
す
か
、

新
し
い
イ
カ
、
さ
か
な
は
い
か
が
、

お
い
し
い
ア
メ
、
焼
き
た
て
の
ほ

つ
と
ど

っ
く
は
い
か
が
で
す
か
。

サ
ァ
サ
ァ
い
ら

っ
し
ゃ
い
。
み
か

ん
は
い
か
が
。
あ
た
り
は
ず
れ
の

な
い
く
じ
び
き
し
ま
せ
ん
か
。

」
な

ど
と
呼
び
こ
み
す
る

一
方
、
お
気

に
入
り
商
品
の
売
り
お
し
み
を
す

る

″店
主
″
も
現
わ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
ら
し
い
風
景
も
み
ら
れ
ま

買
う
側
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
次
々
商
品
を
買
い
あ
さ
る

″
ド

ラ
息
子
″
し
っ
か
り
品
定
め
を
し

て
値
引
き
を
要
求
す
る
か
し
こ
い

″主
婦
″
。
未
満
児
を
連
れ
た
お

兄
ち
ゃ
ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
や
妹
の

み
や
げ
に
し
た
い
と
「買
い
ダ
メ
」

を
ね
ば
る

″中
年
″
な
ど
、
ど
こ

の
店
も
呼
び
こ
み
と
買

い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
、
上
野
の

″
ア
メ
横
顔

負
け
″
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

保育所で開店

ココナツとソーセージください。はい.′ あわせて100円 です・ o

一十三保育所一

おみせやごつこで品定めをする鵬元保育所の子どもたち

開店と同時にごつたがえした相内保育所の店開き


